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１．事業所の概要

（１）事業者名及び代表者名

　　　　株式会社 多田製作所

　　　　代表取締役社長　多田 健太郎

（２）所在地
　　　　〒 737-0161
　　　　広島県呉市郷原町２５０７番地９１７

（３）環境保全関係の責任者及び担当者連絡先
　　　　責任者　取締役　　　：棚田　尚　　　TEL：(0823)77-1000

　　　　担当者　品質保証課　：山重　一輝　　TEL：(0823)77-1000

（４）事業内容

　　　　(1) 射出成形用金型(自動車部品、家電部品等)の設計、製作

　　　　(2) 上記部品のプラスチック射出成形

　　　　(3) 自動車部品の組立

（５）事業の規模

注1　従業員数は、毎年3月末 (決算月)の人数とする。

活 動 規 模 単位 2020年度 2021年度 2022年度

製品出荷額 百万円 886 706 854

製品出荷量 万個 2354 2207 1754

従業員 人 52 44 45

工場延べ床面積 ㎡ 1295 1295 1295

注1
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（6）実施体制

２．対象範囲

（１）認証・登録範囲
　　　　射出成形用金型（自動車部品、家電部品等）の設計・製作、前記部品の
　　　　プラスチック射出成形、自動車部品の組立

全組織・全活動

（２）レポートの対象期間
　　　　2022年4月1日～2023年3月31日

（３）発行日
　　　　2023年5月26日
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３．環境経営方針
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４．環境経営目標

※二酸化炭素排出量・総電力量・一般廃棄物の基準については、
　2020年度、2021年度がコロナの影響を受けたため2019年度の実績を使用

取組項目 基準 中　期　目　標 2022年度目標

総電力量の削減
2019年度実績
732MWh

2023年度726MWh以下

総電力使用量
728MWh以下

2024年度724MWh以下

2025年度722MWh以下

二酸化炭素排出量
の削減

2019年度実績 2023年度512t-CO2以下

総排出量
513t-CO2以下

514t-CO2 2024年度511t-CO2以下

2025年度510t-CO2以下

産業廃棄物について

総排出量
19.4t以下

2023年度19.3t以下

2024年度19.2t以下

2025年度19.1t以下

廃棄物等総排出量の
削減

一般廃棄物に
ついて

一般廃棄物について

総排出量8.40t以下

2019年度実績 2023年度8.3t以下

8.62t

2024年度8.2t以下

2025年度8.1t以下

産業廃棄物に
ついて

2019年度実績
19.56t

総排水量(給水量)の
削減

2021年度実績
792㎥

2023年度800㎥以下
2024年度800㎥以下
2025年度800㎥以下

800㎥以下

工程内不良率の削減
損失金額の低減

前年度実績を見て年度末に
決定

※化学物質は少量のため、適正管理に努める

0.5%以下

\3,000,000以下

2021年度実績
0.58%

(累計平均)

2021年度実績
￥2,358,064

5 / 9



５．環境経営計画

取 組 項 目 目標達成手段 担当

作業終了時及び休憩時
の電源OFFの実施

冷暖房温度設定の徹底

不良数低減の推進

二酸化炭素排出量の削減
/総電力量の削減

金型冷却配管の見直しによる
冷却時間の低減

成形課

デスクトップPCをノートPCに
変えることで消費電力の抑制

経営管理課
/全部署

経営管理課
/全部署

品質保証課/
成形課

総排水量(給水量)の削減

各課監視により原因を明確にする
ノズル圧入位置精度向上
ノズル外観不良の低減

トイレに擬音装置取り付け

経営管理課

廃棄物等総排出量の
削減

材料・プラスチック・紙類の分別による
再生可能量を増やす

分別によるリサイクルの推進

全部署コピー用紙の再利用率の向上(裏面使用)

PCでのデータ保存化
推進によるコピー用紙削減

工程内不良率の削減
損失金額の低減

工程内不良率及び
　損失金額の低減を監視

品質会議で工程内不良率を確認し、
ワースト３の不良に対し施策を検討

（１回/月）

品質保証課/
成形課

※化学物質は少量のため、適正管理に努める
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６．環境経営目標の実績

評価：　達成率100%以上 ○　　達成率100%未満～95%以上 △　　達成率95%未満 ×

※購入電力の二酸化炭素排出係数：2018年度実績の調整後排出係数0.636kg-CO2/kWhを使用した

513.00256.50 299.25 342.00

取　組　項　目 目標と実績 '22/4 5 6 7

42.75 42.75 42.75 42.75 42.75 42.75

2 3

月次 42.75 42.75 42.75 42.75 42.75 42.75

8 9 10 11 12 '23/1

61 61 61 61 61 61

384.75 427.50

280.75

× △ 〇

51 32 44 65 69 66

84 128 193 262 328 387

470.25累計 42.75 85.50 128.25 171.00 213.75

〇 〇

34.67 30.73 18.39 30.30 27.93

累計 26.86 43.79 67.21 101.00 137.12 171.79 202.51 232.78 262.36

総

排

水

量

削

減

月次

累計

61 61 61 61 61

累計 61 121 182 243 667 728303 364 425 485 546 607

月次

累計 51

一

般

廃

棄

物

の

削

減

月次 0.70 0.70 0.70

7.00 7.70 8.40

0.70 0.70 0.70

累計 0.70 1.40 2.10 2.80 3.50 4.20

0.70 0.70 0.70 0.70 0.70 0.70

〇

4.90 5.60 6.30

0.52 0.38 0.42 0.34 0.46 0.69 0.69 0.44 0.48

廃

棄

物

等

総

出

量

削

減

月次 1.62 1.62 1.62 1.62 1.62 1.62

6.47 8.08

0.00 2.42 2.20

1.62 1.62 1.62 1.62 1.62 1.62

〇〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 × △ 〇

19.40

× 〇 〇 〇 × × 〇 〇

9.70 11.32 12.93 14.55 16.17 17.781.62 3.23 4.85

0.28 0.00

0.50

工

程

内

不

良

率

削

減

月次 0.50 0.50 0.50 0.50 0.50 0.50

0.50 0.50 0.50 0.50 0.50

0.50 0.50 0.50 0.50

× × × ×

0.50

0.48 0.85 0.38 1.31 0.75 2.15 1.46 1.76 1.15

1.32 1.23 1.04 1.07 1.02 1.15 1.17 1.21 1.20

25.00 25.00 25.00 25.00

二酸化炭素
排出量
(t-CO2)

目
標
値

実
績
値

0.50

× × × ○ × ○ × ×

0.50 0.50

30.27 29.58

311.06 338.98

月次 26.86 16.93 23.42 33.80 36.12

57 52

643

月次

累計

161 163 158 176 142

267

59 57 56 34

〇 〇 〇

166

324 482 658

〇 〇 〇 △

× × △ ×

400 533 667 800

総電力使用量
の削減
(MWh)

目
標
値

実
績
値

評価

月次
排水量

(給水量)
(㎥)

目
標
値

実
績
値

133

61

161

133

444 500 534 591

133 133 133 133 133

0.43 0.49 0.66

累計 0.52 0.90 1.32 1.65 2.12 2.81 3.49 3.93 4.41 4.84 5.33 6.00

月次

800 966

廃棄物量
(t)

評価

目
標
値

実
績
値

評価

月次 3.26 0.19 0.00
廃棄物量

(t)

目
標
値

実
績
値

評価

累計

× ×

〇 〇 〇 〇

0.00 4.20 1.64 0.00

累計 3.26 3.45 3.45 3.45 5.87 8.07 8.34 8.34 8.34 12.54 14.18 14.18

不良率
(％)

目
標
値

実
績
値

評価

0.50 0.50 0.50累計

月次 1.13 3.05 1.09

累計 1.13 1.98 1.64

0.50

損

失

金

額

の

低

減

損失金額
(万円)

目
標
値

月次 25.00 25.00 25.00 25.00 25.00

実
績
値

月次 19.31 37.07 37.34 20.49 29.04

評価 ○ × × ○ ×

累計 19.31

25.00 25.00 25.00

累計 25.00 50.00 75.00 100.00 125.00 150.00 175.00 200.00 225.00 250.00 275.00 300.00

56.37 93.71 114.21 143.25 162.28 200.34 236.70

○ × × × × × ×

19.03 38.06 36.36 37.17 28.73 27.16 29.41

273.87 302.60 329.76 359.18
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７．環境活動の取組結果とその評価、次年度の取組内容

（１）取組結果とその評価

作業時及び休憩時の 例年夏季の電力使用量は

電源OFFの実施 増加傾向にあるが、

昨年度は機械の稼働が

減少したため、

目標値を達成となった。

冷暖房温度設定の徹底

生産数減少に伴い

不良数の低減の推進 成形機稼働率が低下し

た影響が大きいと

思われる。

来期は生産数を考慮した

目標設定を行う。

一般廃棄物について目標値は

材料・ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ・紙類 達成となった。

　分別による再生可能 書類のデータ化推進による

　量を増やす 紙類の低減も影響している。

来期も引き続き監視を行う。

コピー用紙の再利用率

　の向上(裏面使用)

PCでのデータ保存化 産業廃棄物について目標値は

達成となった。

廃プラスチックのリサイクルを

更に推進した影響と思われる。

来期も引き続き監視を行う。

維持活動 目標値800㎥に対し

実績値966㎥となり目標値は

ノズル圧入位置精度 未達成となった。

　向上 成形機の稼働に伴い、増加した

と思われる。

トイレに擬音装置取付け 来期も引き続き監視を

行う。

品質会議の開催 目標0.5%以下に対し実績

（月に一回） 1.20%で目標未達成となった。

ワースト3製品へ施策 不良を早期発見する事で

を検討 大量不良の発生を防止する。

来期は目標達成となるよう

不良数低減の推進 監視を行う。

工程内不良率の

低減を監視

目標300万円以下に対し実績

359万円で目標未達成となった。

不良を早期発見する事で

大量不良の発生を防止する。

来期は目標達成となるよう

監視を行う。

〇

総
排
水
量
の
削
減 ×

取組
項目

目標達成手段 実　　　績 活動内容＆評価

二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
削
減
/
総
電
力
使
用
量
の
削
減 〇

工
程
内
不
良
率
の
削
減 ×

損
失
金
額
の
低
減

×

一
般
廃
棄
物
・
産
業
廃
棄
物
廃
棄
物
総
排
出
量
の
削
減

'17 '18 '19 '20 '21 '22

実績 0.96 1.03 1.03 0.64 0.57 1.2

目標 0.7 0.5 0.5 0.8 0.5 0.5

0

0.5

1

1.5
工程内不良率(%)

-200

300

800

'17 '18 '19 '20 '21 '22

二酸化炭素排出量(t-CO2)

実績

目標

883
880 732

595

566 643

0

500

1000

'17 '18 '19 '20 '21 '22

総電力使用量(MWh)
実績

目標

'17 '18 '19 '20 '21 '22

実績 8.0 8.6 6.4 6.3 6.0

目標 9.41 9.4 8.0 8.6 8.5 8.4

0

2

4

6

8

10

一般廃棄物総排出量(t/年)

'17 '18 '19 '20 '21 '22

実績 3.7 10.61 19.56 20.23 16.72 14.18

目標 7.50 10.61 20.00 19.50 19.40

0

10

20

30
産業廃棄物等総排出量

最終処分量(t/年)

'17 '18 '19 '20 '21 '22

実績 859 826 800 773 792 966

目標 862 851 826 800 800 800

0

500

1000

1500
総排水量(㎥)

'17 '18 '19 '20 '21 '22

実績 621 944 443 377 236 359

目標 300 300 300 300 300 300

0

200

400

600

800

1000
損失金額(万円)
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（２）次年度の取組内容
①二酸化炭素排出量の削減
　・金型取数の正常化による歩留まりの低減
　・工程内不良数の低減

②廃棄物等総排出量の削減
　・樹脂材料の粉砕による、社内生産再利用率の向上
　・複合機裏面印刷機能による、裏面使用率の向上
　・ファイルサーバ構築による、紙での文書保管の低減

※例）図面をサーバ内でデータ保存

③総排水量の削減
　・ノズル圧入位置の精度向上による個当たりの水使用量の削減

④工程内不良率の削減
工程内不良率ワースト3の不良について施策を検討（月一回品質会議を開催）

８．環境関連法規制等の順守状況
法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りである。

騒音、振動など法令等に関する違反はありません。
また、過去３年間に渡り関係機関等からの指摘もありません。
同様に、訴訟等もありません。

９．代表者による全体評価と見直しの結果

本業である物造りにおいて、不良(廃棄)を減少させていくことが
品質的にも環境的にも大きな目標となる。
当社のCO2排出量の主因となる工程内不良品の低減について、直近では大量不良の
発生により目標値を超過しているが、原因については実習生の入国遅れによる
人手不足によるものであり、実習生配属により解消見込み。
また、QRQC活動並びに製造部門の定期会議により工程内不良に対する再発防止策が
素早く確実にとれる体制ができており、発生率の低減に寄与している。

（１）二酸化炭素排出量の削減
不良対策活動について効果はでているが、樹脂材料の変更により
大量不良がコントロールできず後手に回った。
変更した樹脂材料が元の材料に戻るため、今後減少の見込み。

（２）廃棄物等総排出量の削減
リサイクル不可となる材質が多くなったため、引き取り業者を変更した。
これにより、再資源化（売却）出来る量が増えたため、排出量が減少したと思われる。

（３）総排水量の削減
現在の成形機で稼働率が上がった場合、現状の目標値を超える可能性があるため、
目標値の見直しを行い、引き続き低減に努める。

（４）工程内不良率の削減
2022年度の工程内不良を分析した結果、成形工程での大量不良による影響が
大きく、その中でも条件調整や捨てショットによる数量が多い事が分かった。
捨てショットの内、金型の油汚れについては成形で手直し(拭き取る)を行い。
発生原因としては仕方ないものもあるため、成形工程においてSCAN検査で
早期発見が重要となる。
来期は目標達成できる様、さらに監視を強化する。

フロン排出抑制法 空調機器,エアドライヤー・ウォターチリングユニット

適用される法規制 適用される施設等

廃棄物処理法 廃プラ、廃油、陶磁器くず、金属くず

騒音規制法 空気圧縮機、射出成形機、フライス盤、放電加工機、平面研削盤、

振動規制法 空気圧縮機、射出成形機
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